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8/31　庄原家畜市場

9/1　広酪福山倉庫

9/5　三原市大和支所

庄原地区共進会

福山地方酪農協議会

三原市酪農振興会

槇元さん初の県共出品
　三原市酪農振興会（新舎和久会長）は、県共出品牛を選定するため、振興会役員、東部畜産事務所、三原市、

広酪で巡回審査を行い、1区の槇元昌富氏の所有牛を優秀牛と選定し、県共進会への出品を決めた。

　槇元さんは「初めての出品ですので、皆さんのご協力をお願いします」と挨拶された。

グランドチャンピオンに前谷隆博氏
県共出品牛４頭決定!!
　第 5回庄原農協子牛共励会・第 5回庄原農協畜産共進会が庄原

家畜市場（庄原市戸郷町）を会場に行われた。

　乳牛の出品は 1区 9頭、2区 6頭の合計 15 頭。1区の首席に

は赤木猛氏、2席に庄原実業高校、2区の首席は前谷隆博氏、2

席は和田慎吾氏の所有牛がそれぞれ選ばれた。グランドチャンピ

オンは前谷隆博氏の牛に決定した。

　この結果をもって県共進会には前谷氏、和田氏、赤木氏、庄原

実業高校の 4頭の出品が決定した。審査員の四宮将和氏（岡山家

畜改良事業団）は、審査発表の際「出品牛は良い牛が多かったので

審査に悩んだ。中でも、上位に選ばれた牛は非常に高いレベル」

とコメントを述べられた。

優
秀
賞
に
山
本
陽
一
さ
ん

福
山
地
方
畜
産
共
進
会

　

福
山
地
方
酪
農
協
議
会（
山
本
芳
紀
会
長
）
は
、
県

共
進
会
の
予
選
を
兼
ね
た
巡
回
審
査
に
よ
っ
て
、
山

本
陽
一
さ
ん
の
所
有
牛
を
県
共
出
品
牛
と
し
て
選
抜

し
た
。

　

審
査
団
は
東
部
畜
産
事
務
所
、
福
山
市
と
府
中
市
、

協
議
会
役
員
、
広
酪
で
構
成
し
、
八
月
二
十
四
日
、

管
内
八
戸
の
農
家
を
巡
回
審
査
し
、
そ
の
公
表
を
九

月
一
日
に
広
酪
福
山
倉
庫
に
て
行
っ
た
。

　

当
日
は
組
合
員
、
関
係
機
関
、
行
政
か
ら
の
出
席

が
あ
り
、
隅
屋
寒
三
専
務（
広
酪
）
か
ら
仔
牛
の
部
で

優
秀
賞
に
輝
い
た
山
本
陽
一
さ
ん
に
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
た
。

　

表
彰
後
は
飼
料
メ
ー
カ
ー
、
薬
品
会
社
等
の
関
係

者
も
加
わ
り
、
親
睦
を
深
め
た
。

（表彰台に乗る前谷氏：中央）

（序列審査の様子）

共進会だより
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7/12　広島市農協芸北支店

8/2　（株）中国木材

芸北酪農部会

豊平酪農振興会

第
四
十
一
回
通
常
総
会
開
催

　

芸
北
酪
農
部
会（
斉
藤
正
和
部
長
）
は
、
第

四
十
一
回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。
斉
藤
部

長
は
「
東
北
の
震
災
に
一
日
も
早
い
復
興
を

願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
」と
挨
拶
。
上
程
し

た
平
成
二
十
二
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
報
告
、
平
成
二
十
三
年
度
事
業
計
画（
案
）

及
び
収
支
予
算（
案
）、
賦
課
金
徴
収
方
法
を

審
議
し
、
何
れ
も
可
決
承
認
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
隅
屋
寒
三
専
務

（
広
酪
）
は
『
大
震
災
に
対
し
て
広
酪
と
し
て

も
義
援
金
等
の
支
援
を
行
っ
た
。
中
期
計
画

で
は
「
育
つ
酪
農
経
営
」、「
育
つ
後
継
者
」、

「
育
つ
育
む
新
規
就
農
者
」を
掲
げ
「
夢
の
実

現
3
Ｓ
」に
取
り
組
む
。
後
継
牛
対
策
で
は

生
産
基
盤
強
化
対
策
と
し
て
県
産
の
後
継
牛

の
保
留
率
向
上
の
た
め
に
預
託
強
化
と
牧
場

取
得
を
検
討
し
た
い
。
哺
育
か
ら
育
成
ま
で

組
合
が
一
貫
し
て
事
業
展
開
を
図
る
こ
と
で

一
歩
踏
み
出
し
た
行
動
を
し
て
い
き
た
い
。

更
に
、
消
費
者
か
ら
の
信
頼
を
得
る
た
め
の

衛
生
対
策
を
万
全
に
し
、
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

の
完
全
記
帳
、
記
録
が
必
要
で
あ
る
』と
事

業
活
動
へ
の
協
力
を
求
め
た
。

　

ま
た
、
表
崎
氏（
北
広
島
町
産
業
建
設
課
）

は
「
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
農

業
振
興
計
画
を
推
し
進
め
て
お
り
、
国
は
畜

産
振
興
・
防
疫
衛
生
・
流
通
・
消
費
に
対
し

て
力
を
入
れ
、
広
島
県
畜
産
協
会
の
リ
ー
ス

制
度
・
資
金
制
度
に
つ
い
て
の
支
援
が
あ
り
、

北
広
島
町
と
し
て
も
農
業
振
興
計
画
の
も
と

自
給
飼
料
の
増
産
対
策
を
推
進
し
て
い
き
た

い
」と
述
べ
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
行
政
や
指
導
機
関
を
交
え
た
意

見
交
換
を
行
い
、
岡
崎
文
司
氏
か
ら
「
一
年

間
の
皆
さ
ん
の
健
康
と
ご
多
幸
を
願
っ
て
」

と
乾
杯
の
発
声
を
行
い
懇
親
を
深
め
た
。

堆
肥
生
産
と
販
売
に
意
欲
を
見
せ
る
！

オ
ガ
ク
ズ
確
保
の
た
め
の
視
察

　

豊
平
酪
農
振
興
会（
泉
繁

樹
会
長
）
は
、
冬
場
の
オ
ガ

ク
ズ
等
の
確
保
か
ら
近
隣

に
あ
る（
株
）
中
国
木
材
を

視
察
。

　

同
社
は
今
年
三
月
か
ら

本
格
稼
働
し
、
製
材
に
伴

う
オ
ガ
ク
ズ
が
二
十
～

三
十
㎥
/
日
を
排
出
。

　

水
分
五
十
％
と
の
説
明

で
は
あ
っ
た
が
、
会
員
は

さ
ほ
ど
の
水
分
を
感
じ
ず

良
好
と
あ
っ
て
「
耕
種
農
家

に
稲
刈
り
後
の
販
売
を
行

う
た
め
に
早
速
注
文
し
た
い
」と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

視
察
を
終
え
「
ど
ん
ぐ
り
村
」に
会
場
を
移
し
懇
親
会
を
行
っ

た
。

　

組
合
か
ら
は
最
近
の
酪
農
情
勢
と
と
も
に
、
放
射
能
汚
染
の

牛
肉
が
流
通
す
る
中
「
食
の
安
全
・
安
心
」が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
は
全
て
記
帳
さ
れ
る
よ
う
注
意
喚
起
を
促
し

た
。
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8/4　高宮ミルクボーイ

8/22　鮎の里

安芸高田市酪農連絡協議会

口和町酪農組合

雨
に
も
負
け
ず
笑
顔
で
親
睦
！

西
部
管
内
全
体
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

広
酪
西
部
地
区
酪
農
連
絡
協
議
会（
槇
野
大
樹

会
長
）
は
、
時
折
激
し
い
雨
に
見
ま
わ
れ
る
中
、

会
員
並
び
に
酪
農
関
係
者
相
互
の
親
睦
交
流
を

目
的
に
会
員
家
族
を
含
め
て
百
五
名
が
参
加
し

て
、
西
部
地
区
交
流
会
第
十
八
回
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
を
盛
大
に
開
催
し
た
。

　

来
賓
の
河
井
克
行
議
員
は
「
現
政
権
は
Ｔ
Ｐ

Ｐ
に
関
す
る
協
議
が
さ
れ
ず
大
変
残
念
で
あ
る
。

我
々
自
民
党
は
断
固
と
し
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
を
示

す
」と
述
べ
ら
れ
、
会
員
ら
か
ら
は
「
頼
む
ぞ
!
」

「
ガ
ン
バ
レ
！
」の
声
援
が
飛
び
交
い
大
き
な
拍

手
が
沸
い
た
。

　

競
技
は
雨
の
た
め
一
ラ
ウ
ン
ド
の
プ
レ
ー
で

終
了
し
、
そ
の
後
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
等
が
催
さ
れ
、

日
頃
の
酪
農
経
営
や
来
年
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
等
の
話
題
で
盛
り
上
が
っ
た
。
優
勝
者
は
砂

子
靖
子
氏
。
成
績
発
表
で
は
、
関
係
業
者
か
ら

提
供
さ
れ
た
協
賛
品
が
会
長
か
ら
全
員
に
手
渡

さ
れ
、
酪
農
家
に
は
大
型
扇
風
機
六
台
の
寄
贈

が
あ
り
、
会
長
や
室
坂
議
員（
北
広
島
町
）、
山

本
武
組
合
長（
広
酪
）
が
抽
選
に
あ
た
っ
た
。
当

選
し
た
三
戸
保
さ
ん
は
「
早
速
、
牛
舎
で
使
お

う
」と
喜
ば
れ
て
い
た
。
ま
た
、
協
議
会
か
ら
サ

プ
ラ
イ
ズ
と
し
て
、
三
月
末
を
も
っ
て
退
職
し
、

現
在
は
嘱
託
職
員
と
し
て
頑
張
る
三
橋
職
員
に

対
し
て
花
束
贈
呈
が
あ
り
、
三
橋
職
員
は
「
こ
れ

か
ら
も
組
合
員
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
職
員
と

し
て
頑
張
り
ま
す
」と
感
極
ま
り
涙
な
が
ら
に
挨

拶
し
た
。

新組合長に石富貞美さん　　会計に田邊輝之さん

　口和町酪農組合（坂村宣紀会長）は、庄原市と

広酪を来賓に迎え、組合員 4名が出席し総会を

開催。

　上程議案は、平成 22年度事業報告と収支決

算、平成 23 年度事業計画と収支予算案、役員

改選の 3つで、何れも承認された。

　役員改選では、組合長に石富貞美さん、会計

に田邊輝之さんを選出した。任期は何れも2年。

105名が
参加
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8/22 ～ 26　㈲芸北ルーラル牧場

8/23　千代田道の駅

職場体験受入

西部地区交流会

生
乳
の
安
全
・
安
心
を
諭
す

頼
も
し
い
芸
北
っ
子
に
期
待

　
（
有
）芸
北
ル
ー
ラ
ル
牧
場（
斎
藤
正

和
社
長
）は
、
北
広
島
町
立
芸
北
中
学

校
の
職
場
体
験
と
し
て
、
三
浦
雄
平

君
と
宮
本
泰
徳
君
の
二
名
を
受
け
入

れ
た
。

　

作
業
は
、
仔
牛
へ
の
哺
乳
や
飼
槽

の
掃
除
、
餌
や
り（
乾
草
）
な
ど
を
午

前
八
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
行
い
、

二
人
と
も
動
物
が
好
き
と
あ
っ
て
、

「
飼
育
出
来
る
こ
と
が
大
変
嬉
し
い
」

と
意
欲
的
に
五
日
間
の
酪
農
実
習
を

行
っ
た
。
予
想
外
の
乾
草
の
重
さ
に

「
こ
ん
な
に
大
変
と
は
思
わ
な
か
っ

た
」と
感
想
を
述
べ
、
ま
た
、
毎
日
の

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
記
帳
を
見
て
食
品

の
安
全
管
理
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
大
変
驚
い
て
い
た
。
斉
藤
社
長

は
「
生
産
者
が
食
品
に
対
す
る
安
全

性
を
考
え
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
。

こ
れ
ら
が
消
費
者
の
安
心
に
つ
な
が

り
牛
乳
を
飲
ん
で
く
れ
る
ん
だ
よ
」と

優
し
く
諭
さ
れ
て
い
た
。

　

八
月
二
十
三
日
に
は
西
部
地
区
交

流
会
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
に

も
参
加
し
、
よ
り
多
く
の
酪
農
家
と

交
流
し
、
酪
農
家
の
優
し
さ
と
明
る

さ
に
感
動
さ
れ
て
い
た
。
宮
本
君
の

将
来
の
夢
は
消
防
士
に
な
る
こ
と
で
、

こ
の
職
場
体
験
を
将
来
に
活
か
し
た

い
と
話
し
、
三
浦
君
は
将
来
の
こ
と

は
ま
だ
決
め
て
い
な
い
が
、
こ
の
職

場
体
験
を
通
じ
て
「
斉
藤
社
長
の
優

し
さ
と
た
く
ま
し
さ
を
理
想
と
し
た

い
」と
話
し
た
。

　

斉
藤
社
長
も
「
頼
も
し
い
若
者
が

こ
の
芸
北
に
い
る
こ
と
が
と
て
も
嬉

し
い
。
今
回
の
経
験
が
二
人
の
将
来

の
糧
に
な
る
よ
う
信
じ
て
い
る
」と
目

尻
を
下
げ
て
感
想
を
述
べ
ら
れ
た
。

　

安
芸
高
田
市
酪
農
連
絡
協
議
会

（
小
笠
原
正
臣
会
長
）
は
、
会
員
他

十
三
名
が
出
席
し
て
総
会
を
開
催
。

　

小
笠
原
会
長
は
「
宮
崎
の
口
蹄
疫
、

東
日
本
の
大
震
災
と
毎
年
大
き
な
事

象
が
発
生
し
、
何
が
起
こ
る
か
わ
か

ら
な
い
状
況
下
に
あ
る
。
会
員
の
団

結
は
勿
論
の
こ
と
行
政
機
関
や
指
導

機
関
と
強
く
連
携
し
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」と
挨
拶
し
た
。

　

総
会
で
は
平
成
二
十
二
年
度
事
業

報
告
と
決
算
報
告
、
平
成
二
十
三

年
度
の
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

（
案
）、
役
員
の
補
欠
選
任
が
上
程
さ

れ
、
全
て
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

役
員
の
補
欠
選
任
で
は
、
茅
野
理

章
監
査
役
か
ら
の
辞
任
の
意
向
に
伴

い
、
泉
秀
利
氏
が
残
任
期
間
一
年
と

し
て
、
監
査
役
に
就
任
さ
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
は
、
阪
井
リ
ー
ダ
ー

（
県
西
部
畜
産
事
務
所
）
か
ら
「
搾
乳

に
お
け
る
衛
生
面
の
注
意
事
項
」、

寺
道
弘
生
所
長（
西
部
事
業
所
）
か
ら

は
「
ベ
ッ
セ
ル
ク
リ
ー
ナ
ー
に
よ
る

洗
浄
」な
ど
搾
乳
機
器
等
の
洗
浄
徹

底
を
指
導
し
た
。

　

会
員
か
ら
は
「
安
芸
高
田
市
の
補

助
金
受
け
入
れ
団
体
と
し
て
で
は
な

く
、
積
極
的
に
多
く
の
会
員
が
参
加

し
活
動
を
行
う
べ
き
」、「
今
年
四
月

に
安
芸
高
田
家
畜
診
療
所
が
山
県
家

畜
診
療
所
に
統
合
さ
れ
、
土
日
祝

祭
日
の
診
療
に
対
し
て
『
留
守
番
電

話
で
は
内
容
が
伝
え
に
く
い
』等
の

苦
情
が
生
じ
て
い
る
」と
の
指
摘
が

あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
木
下
所

長（
診
療
所
）
は
「
皆
さ
ん
に
不
便
を

か
け
な
い
よ
う
対
処
す
る
」と
述
べ

ら
れ
た
。

三浦雄平君〈左から４人目〉と
宮本泰徳君〈左から３人目〉

活
発
な
協
議
会
運
営
に
向
け
て
協
議
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8/26　東部事業所甲奴郡酪農組合

子会社情報

子会社「山陽乳業（株）」元社長　牛島浩一様逝去

偲ぶ会がしめやかに執り行われる

　広酪の子会社である山陽乳業（株）の元取締役社

長　牛島浩一様（平成 10 年 6 月から平成 16 年 6

月迄在職）が去る 7 月 4 日逝去され、8 月 8 日、

山陽乳業（株）ピーアール室において偲ぶ会が執り

行われた。

　偲ぶ会には、親交の深かった方々が参列し、同

社の木原正勝取締役社長が、故人の在りし日の人

柄と功績を紹介し読経とともに参列者は焼香した。

　牛島元社長は全酪連出身で、昭和 50年代前半には全酪連広島事業所の所長として、県内の多くの酪農

家と分け隔て無く親しく接され、ご存知の方も多い。特に、系統購買事業の推進に尽力され顕著な成績

を上げられた。故人のご冥福をお祈りします。

夏場の体細胞対策
地元獣医師との意見交換

　

甲
奴
郡
酪
農
組
合（
伊
達
薫
組
合
長
）
は
、
勉
強
会
を
担
当
す
る
角
康
晴
さ

ん
の
企
画
で
金
子
獣
医
師（
庄
原
家
畜
診
療
所
）
を
講
師
に
迎
え
、「
暑
熱
対

策
と
乳
房
炎
」と
題
し
た
勉
強
会
を
行
い
、
組
合
員
十
名
に
加
え
、
地
元
家

畜
診
療
所
の
先
生
方
も
出
席
し
、
体
細
胞
数
に
つ
い
て
様
々
な
要
因
で
起
こ

る
乳
房
炎
に
よ
る
経
済
損
失
を
少
し
で
も
防
ぐ
目
的
で
意
見
交
換
等
も
行
っ

た
。

　

研
修
で
は
乾
乳
期
乳
房
炎
の
実
態
、
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
性
乳
房
炎
や
治
療

効
果
と
血
中
ビ
タ
ミ
ン
濃
度
、
乳
房
炎
へ
の
今
後
の
展
望
と
し
て
は
新
型
ワ

ク
チ
ン
の
開
発
や
免
疫
機
能
増
強
に
よ
る
治
療
で
抗
生
物
質
を
使
用
し
な
い

治
療
法
も
研
究
中
な
ど
、
大
変
興
味
深
い
勉
強
会
と
な
っ
た
。


